
南流山中学校移転改修　　４月１日開校
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Ａ棟２階　コミュニケーションスペースＤ棟３階　講堂

　千葉県流山市が同市内で進めていた南流山中学校
移転計画が完了した。人口増で年度に大きな教
室不足が生じる見込みだった同中学校を、東洋学園

大学旧校舎跡地に移転する計画。校舎などを改修し
そのまま活用する。４月１日に開校。設計・監理は
奥野設計、施工は新日本建設が担当した。

　南流山中学校の移転に当たって、多くの皆さま方のご支援、ご協力を賜り、
開校の日を迎えることができましたことに、感謝を申し上げます。
　南流山中学校は、前年度、創立周年を迎えた伝統ある中学校です。
　移転先の同中学校は、レンガ作りの既存の大学施設を改修することで、広
大な敷地や建物空間を生かしながら、キャンパスライクで多様な学習空間、
学習環境を実現できるよう、魅力ある施設づくりを心掛けました。

　大学施設の特徴である約名収容可能な講堂は、これまでの中学校にお
ける平面的な空間が立体的な空間となり、多様な用途での利用が期待できる
ようになりました。
　加えて、廊下スペースを広くして、教室前廊下と一体的に整備するコミュ
ニケーションスペースを設けることで、生徒同士の交流の場はもちろんのこ
と、発表・展示などのアクティビティやグループ活動など、多様な学習形態
と学習環境の場を実現しています。
　南流山中学校が移転後も引き続き、地域の皆さまに末永く愛されることを
心より願っております。

　流山市ではつくばエクスプレスの開通に伴い、また沿線の土地区画整理事
業の影響もあり、児童・生徒数が増加しています。生徒の急増による教室不
足に対応するため、対象地域の通学の利便性を考慮のうえ、南流山中学校を
東洋学園大学旧校舎への移転することとなりました。
　既存大学施設の広大な敷地や建物空間、坂川沿いの豊かな自然環境を生か
しつつ改修することで、多様な学習形態・学習環境が実現される、魅力ある
施設づくりを心掛けました。また、既存施設の天井等の落下防止対策やトイ
レのリニューアルなど、安全面・衛生面に配慮する計画としています。

　木質調を基調とした天井ルーバーや柱型をしつらえたコミュニケーション
スペースの整備や、流山の自然をモチーフにしたアクセントカラーを壁面や
床仕上を施設の各所に施し、生徒達の交流の場や、さまざまな学習形態での
利用を促す空間づくりの工夫を行っています。
　また、照明のＬＥＤ化、高効率エアコンの導入、風力発電の外灯、太陽光
発電、節水型設備の導入など、施設に使用する機器のエネルギー効率を向上
させ、省エネ化に寄与する計画としています。さらに災害時には一時避難所
として施設を開放できるように、体育館空調の新設やマンホールトイレ・防
災井戸を設置しました。

株式会社奥野設計　七海毅

空撮（南西棟）
■建　物　名／流山市立南流山中学校
■建　築　主／流山市
■所　在　地／千葉県流山市鰭ケ崎番地の１ほか
■設計・監理／株式会社奥野設計
■施　　　工／新日本建設株式会社
■構　　　造／ＲＣ・ＳＲＣ、ＲＣ＋Ｓ造
■階　　　数／地上７階
■敷　地　面　積／，．㎡
■建　築　面　積／，．㎡
■延　床　面　積／，．㎡
■工　　　期／年月日～年１月日

写真提供：新日本建設


